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スイス バーゼルに拠点を置くMDPI社が 
日本オフィスを設立しました

世界最大規模のオープンアクセス専門の学術出版社MDPIが東京にオフィスを新設しまし
た。MDPIの迅速で丁寧な出版サービスを日本の研究者のみなさまに活用いただき、優れ
た研究成果がより速く世界に発信されるお手伝いができればと考えております。シンプル
で透明性の高い投稿プロセスや、日本オフィススタッフの行き届いたサポートを通して、質
の高いMDPIの出版サービスを体感していただければ幸いです。

1)  MDPIサービスへのご質問を日本語で対応いたします 

日英バイリンガルスタッフが、ご投稿・出版に関するお問い合わせからMDPI各種サービス
へのご質問、印刷版装丁も含めた出版企画まで日本語で承ります。また、ご投稿いただい
た論文が出版過程のどの段階を進行中か、すぐにお調べすることもできます。日本オフィ
スに在籍する編集実務者（Assistant	Editor）が、投稿から掲載までの実務での疑問点に
丁寧にお答えします。

お問合せ先：
MDPI Japan	（東京支社）	
〒103-0004 
東京都中央区東日本橋2-23-3 MYS東日本橋4階
Email:	tokyo@mdpi.com			Tel:	03 5829 3835

MDPIの医学誌一覧はこちら

編集長からのメッセージ
Cancersは、ガン研究に関連する臨床と基礎科学を扱うオンラインジャーナルです。
本誌はオープンアクセス形式を取っており、急速に発展する最先端の医学研究を素
早く世界へ共有できるようにこれからも進化を続けていきます。本誌は主に、ガンの

International Journal of Molecular Sciencesは、生化学・分子生物
学・分子医学などの化学的観点に基づく分子科学の最先端研究
を取り扱うオープンアクセスジャーナルです。生物学・生化学・医
学分野における理論研究や実験、また計算機科学を用いた研究
など幅広い対象の革新的あるいは基礎的研究成果を掲載してい
ます。	 	 																											Twitter:@IJMS_MDPI

Journal of Clinical Medicineは、ヘルスケア・臨床・医学一般に関
する研究を取り扱うオープンアクセスジャーナルです。本誌は、医
学研究者や医療従事者を読者として想定しています。内科疾患・
外傷の臨床や治療法、臨床ガン研究におけるゲノミクス・プロテ
オミクス・バイオインフォマティクス、神経・精神疾患、皮膚科、感
染症、眼科、耳鼻咽喉科、小児科、婦人科、放射線医学、リハビリ
テーションなど幅広い医療分野を対象にした研究成果を掲載し
ています。		 	 	 Twitter:@JCM_MDPI

2)  英文校正サービス 

ネイティブスピーカーによる文法修正プランと、専門用語を含めた校正プランを2種ご用意
しております。3,000文字の論文の場合、文法修正プランではおよそ20,000円（最短2営業
日）、専門用語を含めた校正プランでは35,000円（最短4営業日）からご案内しています。

予防・発症・進行・治療に関する臨床や基礎研究、さらに近年急速に発展している免疫学や免疫療法、腫瘍微小環境とその周辺研究を
取り扱っています。みなさまの投稿をお待ちしています。Cancersの特徴は、新規性の高い原著論文、深い洞察を与える臨床結果、重要な
情報を共有するための速報論文、流行に合わせた総説論文を広く扱っているところにあります。また、本誌は厳密に設計された研究の
ネガティブデータも受け付けています。研究成果やデータを広く研究者間で共有し、腫瘍学の発展に貢献していきます。	
	 	 	 	 	 	 	 																					Twitter:@Cancers_MDPI
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第25回日本生殖内分泌学会学術集会を迎えて

この度、第25回日本生殖内分泌学会学術集会を、2020年12月12日（土）～25日（金）、WEB
開催で、行わせていただきます。当初は12月12日（土）、13日（日）の二日間、東北大学医
学部艮陵会館（仙台市）で開催予定でしたが、今般の新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、
参加者の皆様の健康と安全を考慮した結果、現地開催を中止し、WEB上での開催形式へ変更
させていただくこととなりました。現地でのご参加を予定されていた皆様・関係者の皆様に
は、多大なご迷惑とご心配をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。
本学術集会では、毎年、生殖内分泌領域に関連した多彩な基礎的、臨床的な研究成果が発表

され、活発な議論が行われております。今回も、学術集会の開催を通じて、幅広い視点から、
生殖内分泌学の基礎と臨床の発展に貢献できますよう、鋭意準備を進めさせていただきました。
特別講演としては幅広い領域から 3 演題を予定し、福島県立医科大学医学部臨床検査医学
講座主任教授　志村浩己先生から「震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」
の現在と得られたエビデンス」、聖マリアンナ医科大学産婦人科学講座教授　鈴木直先生から
「小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状―社会的、臨床的ならびに基礎的
課題」、そして秋田大学大学院医学系研究科産科婦人科学講座教授　寺田幸弘先生から「ヒト
胚発育の細胞生物学、内分泌学：ARTラボで有益な最新情報とその未来」と題したご講演を
お願いしております。
また、今回は教育講演を 2 演題準備し、東北大学大学院医学系研究科病理検査学分野講師　
髙木清司先生から「ホルモン依存性腫瘍の免疫および内分泌環境」、東北大学災害科学国際研
究所災害産婦人科学分野講師　三木康宏先生から「令和パンデミックの今、大正パンデミッ
クを計量書誌学的に考察する」と題した話をいただきます。
一般演題も、コロナ禍の社会情勢にもかかわらず、35演題のご応募をいただきました。感
謝申し上げます。
WEB開催ではありますが、参加される皆様方にとって本学術集会が、生殖内分泌領域の研
究・診療での新たな発展・展開となる一助になりますことを願っております。
皆様方のご参加を、心よりお待ち申し上げております。

第25回日本生殖内分泌学会学術集会

会長　伊　藤　　　潔
東北大学災害科学国際研究所�災害産婦人科学分野�教授
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参加者へのご案内

【参加者の皆様へ】
●本学術集会は、下記要領によるWEB開催となります（現地での開催はございません）。
会　　期：2020年12月12日（土）12：00～12月25日（金）12：00
配信方式：オンデマンド配信
特別講演・教育講演は、動画形式でオンデマンド配信いたします。
一般演題（学術奨励賞候補演題含む）は静止画のスライドショー形式で配信いたします。
学術奨励賞候補演題については上記発表データをもとに選考発表会を行い、発表の様子は12月18
日（金）から動画形式で配信予定です。
●�WEBでの大会参加にはオンライン参加登録が必要ですので、学術集会ホームページよりオンラ
イン参加登録をお願いいたします。
オンライン参加登録を行うことで、WEB会期中は何度でも発表データを視聴・閲覧することができます。
参加登録完了後、ID・パスワードが発行されますので、視聴システムにログインしご視聴ください。
●WEB視聴時の撮影、コピー、データのダウンロード等は固く禁止いたします。

【オンライン参加登録】
参加費：会　員　　　　　　　　　　　　　　10,000円
　　　　非会員　　　　　　　　　　　　　　12,000円
　　　　学部学生・初期研修医・胚培養士　　�5,000円
・�学術集会ホームページ（http://jsre.umin.jp/shuukai.htm）よりオンライン参加登録をお願いします。
　�学部学生・初期研修医・胚培養士の方は、参加登録の際に、身分証明書または所属長捺印のあ
る在職証明書のコピーをメールにて運営事務局（25jsre2020@congre.co.jp）までご提出いただ
きますようお願いいたします。
・�「参加証・領収書」は視聴システム内のMypage よりダウンロード、印刷いただけます。
　�参加証・領収書がダウンロードできるのは、オンライン参加登録の完了時点から会期終了の12
月31日（木）12：00までとなりますので、ご注意ください。

【各種単位について】
●日本産科婦人科学会専門医研修出席証明および日本専門医機構学術集会参加単位
以下の両方に該当する方に付与されます。
・�オンライン参加登録時に「日本産科婦人科学会専門医研修出席証明および日本専門医機構学術
集会参加単位」の項目で「希望します」を選択した方（「日本産科婦人科学会　会員番号」の
ご入力も必須となります）。
・�12月12日（土）～12月18日（金）までの期間に、特別講演 1－ 3のいずれかの講演動画を視聴し
た方。

●日本産婦人科医会
�研修参加証は従来どおりのシールでの発行となります（ 2 枚）。以下に該当する方を発行対象と
いたします。
・�オンライン参加登録時に「日本産婦人科医会　研修参加証」の項目で「希望します」を選択した方。
　（郵送先はオンライン参加登録時にご登録いただいた住所となります）
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●日本内分泌学会　内分泌代謝科専門医
・参加単位について
内分泌代謝科専門医資格を取得されている方は、学術集会へのご参加で、参加単位（ 5単位）が
取得できます。
単位登録票は準備しておりませんので、更新時まで動画視聴システム内のMypage から発行され
る参加証を保存していただき、更新申請書と一緒にコピーを日本内分泌学会事務局にご提出くだ
さい（更新申請書は日本内分泌学会事務局よりお送りいたします）。
・指定講演聴講単位について
下記の特別講演 1（指定講演）を受講された方は、指定講演聴講単位（ 2単位）が取得できます。
専攻医の方は、専門医申請に必要な指定講演聴講単位 ( 内科領域 ) として申請が可能です。
以下の両方に該当する方に受講証明書を発行いたします。
・�オンライン参加登録時に「日本内分泌学会　指定講演聴講単位」の項目で「希望します」を選
択した方。
・�WEB開催（オンデマンド配信）期間中、下記の講演動画をはじめから最後まで視聴完了した方。
　�（視聴後にアンケートに回答する必要があります。講演動画サムネイルの下にあるリンクボタ
ンまたは学術集会ホームページからアンケートフォームに移動し、12月25日（金）までに回答
を入力してください）

特別講演 1
震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の現在と得られたエビデンス

2単位

●日本生殖医学会　生殖医療専門医
以下に該当する方に付与されます。
・�オンライン参加登録時に「日本生殖医学会生殖医療専門医更新ポイント」の項目で「希望しま
す」を選択した方（「日本生殖医学会　会員番号」または「生殖医療専門医の専門医番号」の
ご入力も必須となります）。

日本専門医機構　単位付与講習について
●産婦人科領域講習について
以下の両方に該当する方に付与されます（予定）。
・�オンライン参加登録時に「領域講習（産婦人科）単位」の項目で「希望します」を選択した方。
・�12月12日（土）～12月18日（金）までの期間に、下記の特別講演のそれぞれの講演動画をはじ
めから最後まで視聴完了した方。
　�（視聴後にアンケートに回答する必要があります。講演動画サムネイルの下にあるリンクボタ
ンまたは学術集会ホームページからアンケートフォームに移動し、12月18日（金）までに回答
を入力してください）
※合計 2単位まで取得可能です。

特別講演 2
小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状－社会的、臨床的ならびに基
礎的課題

1単位

特別講演 3
ヒト胚発育の細胞生物学、内分泌学：ARTラボで有益な最新情報とその未来

1単位
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第25回日本生殖内分泌学会学術集会　運営事務局
〒980-0811　仙台市青葉区一番町4-6-1　仙台第一生命タワービルディング
株式会社コングレ�東北支社内
TEL：022-723-3211　FAX：022-723-3210　E-mail：25jsre2020@congre.co.jp

学術集会に関するお問い合わせは下記運営事務局までお願いいたします。

●泌尿器科領域講習について
以下の両方に該当する方に受講証明書を発行いたします。
・�オンライン参加登録時に「領域講習（泌尿器科）単位」の項目で「希望します」を選択した方。
・�WEB開催（オンデマンド配信）期間中、下記の講演動画をはじめから最後まで視聴完了した方。
　�（視聴後にアンケートに回答する必要があります。講演動画サムネイルの下にあるリンクボタ
ンまたは学術集会ホームページからアンケートフォームに移動し、12月25日（金）までに回答
を入力してください）

特別講演 2
小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状－社会的、臨床的ならびに基
礎的課題

1単位

【各種委員会のご案内】
すべてオンラインでの開催となります。

学術奨励賞選考発表会� 12月13日（日）10：30～12：00
学術奨励賞選考委員会� 12月13日（日）12：15～12：45
評議員会� 12月13日（日）13：40～14：10
総　　会� 12月13日（日）14：10～14：30
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プ　ロ　グ　ラ　ム

◆ 特別講演１
「震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の現在と得られたエビ
デンス」

志村　浩己
福島県立医科大学　医学部臨床検査医学講座　主任教授／
放射線医学県民健康管理センター　部門長

◆ 特別講演２
「小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状－社会的、臨床的なら
びに基礎的課題」

鈴木　　直
聖マリアンナ医科大学　産婦人科学講座　教授

◆ 特別講演３
「ヒト胚発育の細胞生物学、内分泌学：ＡＲＴラボで有益な最新情報とその未来」

寺田　幸弘
秋田大学大学院　医学系研究科　産科婦人科学講座　教授

◆ 教育講演１
「ホルモン依存性腫瘍の免疫および内分泌環境」

髙木　清司
東北大学　大学院医学系研究科　病理検査学分野　講師

◆ 教育講演２
「令和パンデミックの今、大正パンデミックを計量書誌学的に考察する」

三木　康宏
東北大学災害科学国際研究所　災害産婦人科学分野　講師



6

一　　般　　演　　題

◆ 学術奨励賞候補演題
座長：束村　博子（名古屋大学大学院生命農学研究科）
　　　村上　　節（滋賀医科大学産科学婦人科学講座）

１．室傍核ダイノルフィンニューロンがグルコース利用阻害による生殖機能抑制を仲介する
土田　仁美
名古屋大学生命農学研究科

２．�子宮内膜間質細胞の脱落膜化過程における細胞老化とプロゲステロン受容体膜構成因子1との
関係

吉江　幹浩
東京薬科大学　薬理学教室

３．�卵巣組織から分離した顆粒膜前駆細胞様細胞を用いた卵子幹細胞の体外分化誘導法の開発
赤堀　太一
埼玉医科大学総合医療センター　産婦人科

４．�mTOR阻害剤による卵巣予備能温存法の開発
佐藤　可野
国際医療福祉大学医学部産婦人科　高度生殖リサーチセンター

５．�黄体形成ホルモン異常高値がヒト胞状卵胞発育および卵子の質に与える負の影響の可能性
田中　佑佳
フェニックスアートクリニック

６．�加齢に伴い精子形成不全を呈するNrg1fl�ox/fl�ox;Cyp19a1-Cre マウスの精巣間質における脂肪
細胞蓄積

冨谷　千尋
広島大学　大学院統合生命科学研究科

７．�ラット胎児脳初代培養細胞を用いた脳内アクチビン、インヒビン、フォリスタチン制御に関
する検討

岡田　裕枝
島根大学医学部産科婦人科

◆ 第１群：中枢
８．�弓状核特異的Kiss1レスキュー/ノックアウトラットを用いたGnRHパルスジェネレーター

の同定
長江　麻佑子
名古屋大学大学院生命農学研究科
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９．�雌ヤギ由来 KNDyニューロンおよびGnRHニューロン不死化細胞株の樹立
松田　二子
東京大学大学院農学生命科学研究科

10．�抗ミュラー管ホルモンの下垂体ゴナドトロピン産生細胞に対する作用について
折出　亜希
島根大学医学部産科婦人科

11．�高プロラクチン血症の治療をすれば IVF成績は改善するか ?
佐藤　　学
IVF なんばクリニック

◆ 第２群：子宮
12．�転写因子Wilms�tumor�1�(WT1) は子宮内膜間質細胞脱落膜化における脂質蓄積を制御する

田村　　功
山口大学大学院医学系研究科産科婦人科学講座

13．�ヘルパーT細胞から分泌された interleukin-9は子宮内膜症間質細胞の interleukin-8の発現
を亢進させる

垂水　洋輔
京都府立医科大学大学院　女性生涯医科学

14．�子宮内膜症及び腺筋症におけるエストロゲン合成・代謝酵素の発現
近藤　悠人
東北大学大学院　医学系研究科　病理診断学分野

15．子宮内膜細胞におけるCXCR4-CXCL12経路活性化と上皮間葉系転換
福島　優太
東京薬科大学　薬理学

◆ 第３群：卵巣Ⅰ
16．�卵管切除術は卵巣予備能低下に影響を及ぼすのか？～システマティックレビューによる検討～

小林　未央
群馬大学医学部附属病院

17．�抗ミュラー管ホルモン (AMH) は採卵数を予測できるか？
勝　佳奈子
IVF なんばクリニック
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18．日本人における多嚢胞性卵巣症候群患者の特徴と不妊治療成績
井上　朋子
HORAC グランフロント大阪クリニック

◆ 第４群：卵巣Ⅱ
19．�高齢マウス胚での細胞老化関連分泌因子CXCL5の発現増加と妊娠率の低下

川越　雄太
国際医療福祉大学 医学部　産婦人科

20．�卵胞－血管コミュニケーションの破綻が二次卵胞への FSH供給を阻害し，卵胞発育の停滞に
伴う Low�responder を引き起こす

梅原　　崇
広島大学　大学院統合生命科学研究科

21．�グルココルチコイドによる卵胞ステロイド合成調節とBMP分子の関与
樫野　千明
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　産科・婦人科学

22．�PARP 阻害薬は卵巣機能へ影響を与える
中村　健太郎
聖マリアンナ医科大学　産婦人科学

◆ 第５群：周産期と内分泌
23．�異なる卵胞径より得られた卵の発育および周産期・新生児予後についての検討

城崎　　舞
山口大学大学院医学系研究科産科婦人科

24．�ヒト胎盤由来の新たな糖新生促進ホルモン (Placensin) の同定とその機能解析
河村　和弘
国際医療福祉大学医学部

25．�妊婦および新生児におけるマクロTSH血症と甲状腺機能の相関
合阪　幸三
御茶ノ水・浜田病院　産婦人科

26．�産後の母親の早朝覚醒時のメラトニン減少の位相と心的ストレスとの関係
工藤　直子
秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
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◆ 第６群：がんと生殖・内分泌
27．�精巣がんサバイバーにおける生殖医療の現状

山下　慎一
東北大学大学院医学系研究科　泌尿器科学分野

28．ヒト前立腺癌におけるグルココルチコイド受容体 (GR) の発現状況と臨床病理学的意義
端　　秀子
東北医科薬科大学　医学部　病理学教室

29．�前立腺癌における Rac1およびARHGAP15の発現意義
佐藤　　和
東北大学　大学院医学系研究科　病理検査学分野

30．�子宮内膜癌におけるDehydroepiandrosterone の直接作用に関する検討
三木　康宏
東北大学災害科学国際研究所 災害産婦人科学分野

31．�Heterogeneous�nuclear�ribonucleoprotein�K がエストロゲンシグナルに及ぼす影響の
検討

岩渕　英里奈
東北大学大学院　医学系研究科　病理診断学分野

◆ 第７群：症例
32．先天性副腎過形成による高度乏精子症に対してステロイドの変更で改善を認めた1例

大西　篤史
神戸大学大学院医学研究科腎泌尿器科学

33．�全身性肥満細胞症患者に対して卵巣組織凍結目的に腹腔鏡下卵巣摘出術を施行した１例
村上　真由子
名古屋大学医学部附属病院　産婦人科

34．�診断に苦慮した卵巣 Sertoli-Leydig 細胞腫合併不妊症の一例
平賀　裕章
東北大学病院産婦人科

35．�卵巣嚢腫を呈する P450酸化還元酵素欠損症（PORD）の薬物療法に難渋した一例
齋藤　淳一
東北大学病院　婦人科
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日本生殖内分泌学会学術集会歴代会長
回数（開催年度） 開催日 会　長 所　　属 分　　野 開催地／会場

1 1996年度 平成 8 年度 H8.12.6 石居　　進 早稲田大学 生物学（1） 東京
早稲田大学講堂

2 1997年度 平成 9 年度 H9.11.22 水口　弘司 横浜市立大学 産婦人科（2） 横浜
パシフィコ横浜

3 1998年度 平成10年度 H10.11.26-27 奥山　明彦 大阪大学 泌尿器科（3） 大阪
大阪大学講堂

4 1999年度 平成11年度 H11.9.29-30 高橋　迪雄 東京大学 農学生命科学（1） 仙台
国際交流センター

5 2000年度 平成12年度 H12.12.1 青野　敏博 徳島大学 産婦人科（2） 大阪
千里ライフサイエンスセンター

6 2001年度 平成13年度 H13.11.16 宮地　幸隆 東邦大学 内科（3） 東京
砂防会館

7 2002年度 平成14年度 H14.12.5 岡村　　均 熊本大学 産婦人科（2） 大阪
千里ライフサイエンスセンター

8 2003年度 平成15年度 H15.11.29 貴邑冨久子 横浜市立大学 第二生理学（1） 横浜
パシフィコ横浜

9 2004年度 平成16年度 H16.11.27 玉舎　輝彦 岐阜大学 産婦人科（2） 大阪
千里ライフサイエンスセンター

10 2005年度 平成17年度 H17.11.3 塚本　泰司 札幌医科大学 泌尿器科（3） 東京
全共連会館

11 2006年度 平成18年度 H18.11.25 峯岸　　敬 群馬大学 産婦人科（2） 東京
砂防会館

12 2007年度 平成19年度 H19.10.19 田谷　一善 東京農工大学 獣医生理学（1） 東京
東京大学弥生講堂

13 2008年度 平成20年度 H20.11.29 寺川　直樹 鳥取大学 産婦人科（2） 大阪
大阪国際会議場

14 2009年度 平成21年度 H21.11.28 倉智　博久 山形大学 産婦人科（2） 東京
シェーンバッハ・サボー

15 2010年度 平成22年度 H22.11.20-21 並木　幹夫 金沢大学 泌尿器科（3） 大阪
千里ライフサイエンスセンター

16 2011年度 平成23年度 H23.11.19 宮本　　薫 福井大学 分子生体情報学（1） 東京
シェーンバッハ・サボー

17 2012年度 平成24年度 H24.12.8 吉村　泰典 慶應義塾大学 産婦人科（2） 東京
東京ステーションコンファレンス

18 2013年度 平成25年度 H25.12.7 緒方　　勤 浜松医科大学 小児科（3） 東京
シェーンバッハ・サボー

19 2014年度 平成26年度 H27.1.10 北脇　　城 京都府立医科大学 産婦人科（2） 大阪
千里ライフサイエンスセンター

20 2015年度 平成27年度 H28.1.9 藤澤　正人 神戸大学 泌尿器科（3） 兵庫
神戸国際会議場

21 2016年度 平成28年度 H29.1.14 杉野　法広 山口大学 産婦人科（2） 大阪
千里ライフサイエンスセンター

22 2017年度 平成29年度 H29.9.30 前多敬一郎 東京大学 動物育種繁殖学（1） 沖縄
沖縄コンベンションセンター

23 2018年度 平成30年度 H30.12.14-15 楢原　久司 大分大学 産婦人科（2） 福岡
福岡国際会議場

24 2019年度 平成31年度 R1.1.11-12 市川　智彦 千葉大学 泌尿器科（3） 東京
砂防会館別館会議場

25 2020年度 令和 2 年度 R2.12.12-25 伊藤　　潔 東北大学 産婦人科（2） 仙台
WEB 開催









先進的な検査を通して
明日の医療と研究を支援します

内因性ホルモンを特異性の高い
LC-MS/MSにて測定いたします。
従来、測定が困難であった多様なマトリックスにも
対応いたします。
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明日の命のために、今できること。
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働き方を見つめなおす、ロシュの次世代ハイブリッド。

検査室で働く人々への負担が、日々、増していく中で、
ロシュの生化学・免疫統合型分析装置は、次世代ソリューションへと
進化を遂げました。High Speed、High Quality、High Efficiencyといった、
基本性能を備えながら、検査技師のみなさまが、より臨床に近い仕事に
集中できる機能を搭載。いま「Intelligent Automation」をカタチにした、
新たなコバスが動き始めます。

cobas® pro integrated solutions

Find out more on
diagnostics.roche.com

販売名：コバス pro 製造販売届出番号：13B1X00201000081

COBAS is trademark of Roche.
©2019 Roche
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